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日本は、古来数千年、文字、文学、宗教、科学等あらゆる

文化を中国から学んできた。

そして、明治以降、近代化に成功した日本に学ぶ中国留学

生は多く、中国の要人も、日本留学経験者が多かった。

最近は、中国と欧米特にアメリカとの交流が極めて緊密と

なり、これらの国への優秀な留学生が中国に戻り、政治家、

行政官、企業家、研究者となって、今日の中国の中心となっ

て、日本との関係が希薄となっている。極めて、残念である。

科学技術面において、中国は、研究開発人材、研究投資、

特許、論文数、論文の質等、あらゆる科学技術指標において、

急速に伸長し、日本に迫るか、抜き去るかと言う状況である。

有人宇宙飛行を成し遂げた宇宙科学技術、自主技術で原子力

発電所を建設し続ける原子力技術、パソコンの世界市場で活

躍するコンピュター技術、世界最大の生産量を誇る鉄鋼業、

造船業、自動車産業等、産業技術面でも、躍進著しい。

そして、本年ついに、スイスのシンクタンクIMDによって

毎年発表されている国際競争力調査では、日本は24位、中国

は15位と、中国は日本を抜いている。

日本は、中国から、謙虚に学び、交流する時代になってい

る。中国とより密接に深く交流するには、英語を介してばか

りではなく、お互いの言語で、より一層直接交流する必要が

ある。私は、中国語は近い将来、英語と並ぶグローバルラン

ゲッジになると考えている。既に、13億の中国人、6000万人

の海外の中国人により、中国語人口は世界最大である。さら

に、中国との経済関係が増えると、中国語を使用せざるを得

ない。とくに、アジア周辺諸国は、貿易も投資も中国が最大

相手国となってきており、中国語は、不可欠となっていくだ

ろう。

このような国際情勢を背景にJSTは、中国との交流を最重

要と考え、次のような活動を行っている。

1）北京事務所の開設

平成14年、中国科学技術部の支援を得て、北京に事務所を

開設。開所式には、徐冠華科学技術部長、尾身科学技術担当

大臣、中国科学技術関係要人、加納文部科学政務官のご出席

を戴き、以降活発な活動を行っている。

2）中国総合研究センターの開設

平成17年、中国の科学技術に関する情報を総合的に収集し

調査研究を行う中国総合研究センターを開設。開設式には、

陳国家自然科学基金主任ほか、中国科学技術部、中国科学院

等の幹部、松田科学技術担当大臣、有馬元文部科学大臣、遠

山元文部科学大臣等のご出席を戴いた。中国側の協力を得て

年間10万件の「中国科学技術文献データーベース」の作成提

供、シンポジウムの開催、マンスリーレポートの発行等活発

な活動を行っている。

3）研究協力

中国科学院上海精密光学研究所とJST（京都大学平尾教授）

との間で、大型研究協力プロジェクトを実施し、多くの成果

をあげた。また、中国国家自然基金との間で環境科学技術の

分野について、中国科学技術部との間でナノテクノロジー分

野について、戦略的国際協力プロジェクトを実施している。

4）科学技術情報交流

前述の「中国科学技術文献データーベース」作成提供のほ

か、中国科学院国家科学図書館蘭州分室日本情報センターの

日本情報収集に協力し、JST理事長が同センターの顧問にな

ると同時に、研究者を招き、日本の文献収集の支援を行って

いる。平成16年には、中国各州の科学技術情報関係機関22機

関を招き、日中科学技術情報交流について検討を行った。

5）日中機械翻訳の開発

中国科学技術文献の95パーセントは、中国語で表記されて

いる。一方、現在の日中機械翻訳は翻訳率約50パーセント、

特に科学技術関係は辞書が十分でなく、翻訳率が悪くなって

いる。科学技術振興調整費をいただいて、日本情報通信研究

機構（NICT）とともに、国会図書館長長尾眞先生のご指導

の元、NICTがソフトウエアーを、JSTが日中科学技術辞書を

担当し、翻訳率80パーセントの機械翻訳を開発中である。日

中科学技術情報交流の抜本改善を目指している。

6）サイエンスリンクスジャパンの提供

「外国の方から、どのようにして、日本の科学技術情報に

アクセスしていただけるか。」という議題に対し、日本の英

語による科学技術情報を整理し、英語によるアクセス出来る

ように、ポータルサイト「サイエンスリンクスジャパン」を

開発し、サービス提供をしている。中国の方のために、中国

語版もサービス提供している。

JST北京事務所、中国総合研究センター、サイエンスリン

クスジャパンには、JSTホームページより、アクセスしてみ

てください。
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はじめに

赤ちゃんは自然にことばを覚えられ

るのに、大人になると、なぜ外国語を

覚えるのは難しいのでしょうか。英語

は早くから学びはじめる方が効果的な

のでしょうか。大人になってからでも

母語話者なみの外国語力は身につくの

でしょうか。

21世紀になり世界がグローバル化し

つつある今、国内外のさまざまな現場

で、コミュニケーション能力の向上、

外国語能力の必要性が叫ばれていま

す。文部科学省は、昨年、小学校への

英語教育の一部必修化を決め、すでに

実施のための具体的な検討に入ってい

ます。また一方では、日本がかつて経

験したことのない少子高齢化社会を迎

えるにあたり、社会を支える労働力の

確保に努力しています。現状では、外

国人労働者の雇用が緊急課題となって

いるのです。

私は、これらの諸問題を解決する

キーワードの一つは、言語能力だと考

えます。つまり、現代社会のさまざま

な場面で言葉によるコミュニケーショ

ンを促進し、人がみな非母語を母語な

みに使えるようになれば、将来、日本

人は国際社会で今以上に貢献すること
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ができて、外国人やその子弟はより良

い形で日本社会にとけ込み、社会を支

える大きな力となってくれると考えま

す。

言語の起源、ことばの進化　

では、そもそも言語能力とは何を

指すのでしょうか。言葉は人間にし

かない特別な機能です。しかし、チ

ンパンジーとヒトではその遺伝子は

1.2パーセントほどしか違いません。

では一体、私達はどのようにして、

そのわずかな遺伝子上の違いを遙か

に越える、豊かで創造的なことばの

世界を獲得できたのでしょうか。

言語起源にかんする一般的な見方

によりますと、人類の言葉の萌芽

は今から約200万年前、ホモ・ハビ

リスと呼ばれていた猿人の時代に

遡ると言われています。彼らはそ

れまでのアフリカヌスとは異なり、

直立し二足歩行をするようになり

ました。遺跡からは石の道具が発

見され、石斧で削られた石片から

は、利き手が右利きだったことが

分かりました。それゆえ言語は左

脳にあるのではないかと言われて

います。その後発声器官に変化が

生じ、約３万年前のネアンデル

タール人では喉頭蓋が下がること

で軟口蓋との間が広がり、約１万

年前のクロマニヨン人では舌骨が

降下することにより下顎がより大

きく開かれ、広い口腔内でさまざ

まな発音ができるようになりまし

た。

しかし最も重要な変化は、現生人

のクロマニヨン人になり前頭連合野

が飛躍的に発達し、前頭葉の容量が

増えたことにあります。ネアンデル

タール人の脳全体の容量はクロマニ

ヨン人よりも大きかったのですが、

前頭葉の容量は小さかったと言われ

ています。

ヒト言語は何が特別か：
生成文法の仮説

2002年、アメリカの科学誌Science

に言語能力の生物学的基盤についての

興味深い論文が載りました。著者は

ハーバード大学の生物学者マーク・ハ

ウザーとフィッチ、それにマサチュー

セッツ工科大学の言語学者ノーム・

チョムスキーです。ノーム・チョムス

キーは、今から丁度50年前の1957年に

「生成文法」という言語理論を提唱し

ました。これはヒト言語の構造的な仕

組みにかんするモデルです。その後大

変精力的に研究を推し進め、最近に

なってやっとヒト言語機能の本質的特

徴が分かってきました。それによると、

チンパンジーやサルにはないヒト言語

機能の本質的特徴とは「再帰性」と呼

ばれるものです。生物が有する記号体

系には「有限状態文法」と「句構造文

法」という２つの種類があります。

図１をご覧下さい。有限状態文法で

は要素が線状に配列されますが、句構

造文法では規則が繰り返して（再帰的

に）適用されて、その結果として「埋

め込み構造」が出来上がります。彼ら

の仮説によると、チンパンジーの記号

体系は「有限状態文法」であり、ヒト

の言語体系は「句構造文法」であると

言います。この入れ子型の「埋め込み

構造」がまさに人間言語の特徴と言う

わけです。

面白いことに、有限状態文法では、

例にあるように、文章が順番に一つず

つ並んでいるので、比較的容易に理解

できます。しかし、入れ子型の文章で

は、主語と述語が離れているので、複

雑な文章になると容易には理解できま

せん。言い換えれば、有限状態文法か

らなる文章を理解するには、ワーキン

グメモリーの容量は少なくてすみます

が、句構造文法からなる文章はワーキ

ングメモリーの容量が大きくないと理

解できないことになります。

これまでをまとめると、「ヒトはな

ぜことばを使えるのか」という問いに

対する答えは、まず発声器官が変化し、

その後、脳の前頭連合野が拡大しワー

キングメモリの容量が大きくなったこ

とによって、進化のある段階でそこに

句構造文法という複雑な構造を生み出

せる規則体系が備わったから、という

ものです。これはあくまでも仮説です

が、現在最も有力な仮説と考えられて

います。

母語の発達と脳の成長

では次に、ヒトが誕生してからのこ

とばを獲得する過程を見てみましょ

う。これまでの言語発達の研究は、主

に乳幼児が自然に話すのを観察した

り、保護者などとの会話を記録する方

法でした。しかし、近年、生きている

ヒトの脳をみることができる脳機能イ

メージングの技術が開発されて、それ

により、より客観的で科学的なデータ

が得られるようになりました。

とはいえ、乳幼児の脳計測にはそれ

なりの難しさがあります。固定式の大

型の機械は、ただでさえじっとしてい

ない乳幼児では使うことはできませ

ん。身体の振動がノイズとなってデー

タに影響してしまいます。また非侵襲

的とはいえ、核磁気が人体に与える影

響については完全に分かっている訳で

はありませんから、倫理面でも制約が

あります。

そのような状況で、現在、信頼でき

る手法の一つに、事象関連電位

（Event-related potentials, ERP）があ

ります。これは脳波の一種です。ある

外界からの刺激に対して、被験者の意

図とは関係なく、脳が勝手に反応する

時の電位を捉える機械なので、安全で、

かつ被験者にあまり負担はかかりませ

ん。頭皮の数カ所に電極を着けますが、

刺激もなくとても安全です。幼児の場

合、コンピューターの画面に映るアニ
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メーションを見てもらい、スピーカー

から刺激音を出すと、子供はアニメー

ションに夢中になっているので、それ

ほど動いたりしません。その間にデー

タを取るのです。

欧米では1980年以降、言語の事象関

連電位の研究が盛んになり、言語処理

を反映する神経生理学的指標がいくつ

も確立されています。

図２をご覧下さい。まず、音を聞い

ている時に、標準的な刺激音の間に、

たまにそれとは違う音が聞こえると、

それに対して脳が反応します。その時

に現れる脳波をミスマッチ・ネガティ

ビティー（MMN）と言います。この

脳波は、すでに生後２ヵ月で、/b/と

/v/のような音素の弁別の課題で見る

ことができます。５ヵ月ころになると、

語音の強弱パターンの違いに対してこ

の脳波が現れます。これによって乳児

がすでにこの時期、単語の区切りを認

識していることが分かります。

さらに９ヵ月ころには、間合い、音

の高低、音節長などを手がかりに、句

の終わりに現れる CPSという陽性波

が見られます。句を一つのまとまりと

して捉えていることが分かります。ま

たこの頃には、耳から入ってくる言語

音の配列が、母語にある音かない音か

の違いも分かり始めます。それに伴い、

母語にない音は必要ないので、次第に

言語音としては捉えなくなってしまい

ます。

１歳を過ぎる頃には、単語の意味の

区別ができるようになります。例えば

[k]と[h]という音の違いがすでに分

かっているので、それを頼りにcatと

hatの違いが分かるのです。14ヵ月こ

ろになると、絵でみた内容が聴いた単

語の意味と違う場合には、N400と呼

ばれる脳波が現れます。これは、意味

的におかしな単語が現れた時に出現す

る脳波として広く知られています。

その後、30ヵ月（２歳半）頃になる

と、単語の品詞が間違っているときに、

早いタイミングで現れるELANと呼ば

れる左前頭部陰性波と、それに続いて

P600と呼ばれる陽性波が見られます。

これは文法的におかしな文章に対して

現れる脳波です。つまりこの頃になる

と、すでに、脳の中で文法の習得が始

まっていることが分かります。

第二言語習得と感受性期

脳のさまざまな機能には、その学習

の過程でそれぞれ異なった臨界期があ

ります。言語については、前にも触れ

ましたが、母語にない音は生後９ヵ月

をすぎた頃から認識しにくくなると言

われています。

では語彙や文法はどうでしょうか。

一般に、語彙の習得に年齢はあまり関

係ないということは、誰しも実感とし

てお持ちではないでしょうか。時代が

変わるにつれ語彙も変化し、そのつど

新しい表現を覚えなければなりませ

ん。一方、文法は早く始めるほど上達

するのではないかと思われるかもしれ

ません。確かに幼い頃英語圏で生活し

たことのある人は、大人になってから

も流暢な英語を話しているような印象

があります。しかし、私達の最近の研

究では、必ずしもそうとは限らないこ

とが分かってきました。

私達の研究室では、文法の感受性期

を探ることを目的として、成人の日本

人英語学習者を対象に、事象関連電位

の実験を行いました。具体的には、小

学校低学年から英語学習をしたグルー

プと中学に入ってから学校で英語を始

めたグループに分け、さらにそれぞれ

のグループについて、TOEFL550点以

上、TOEIC840点以上の習熟度が高い

グループと、それ以下の低いグループ

に分けました。いずれも平均年齢23歳

前後で、海外生活の経験は１ヵ月以内

です。

さて、英語のネイティブでは、文法

的におかしな文章に対して、P600と

いう脳波が現れます。では、日本人英

語学習者はどうでしょうか。例えば、

My aunt said that me was very differ-

ent from my sister.のような文は、下線

で示した代名詞が間違っています。こ

のような間違いに対しては、年齢、習

熟度を問わず全てのグループでP600

が観察されました。日本人は英語がそ

れほど上達していなくても、明らかに

文法的におかしな文だと気づいたので

す。

次に、Many boys likes movies with

action.のような文は、下線で示した動

詞が間違っています。主語が複数形で

すので、動詞には三人称単数の -sはつ

きません。このような文に対しては、

習熟度の高いグループのみにP600が

現れて、低いグループでは観察されま

せんでした。学習をはじめた年齢は関

係ありません。日本人は三人称単数の

-sのように、母語にない文法項目は苦

▲図2
母語の発達とともにみられる事象関連電位

▲図1
2種類の記号体系
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手と言われていますが、早く始めただ

けではだめで、習熟度が高くなければ、

このような間違いに気がつかないよう

です。

ここで重要なことは、これまで一般

に、非母語では、思春期以降に学習を

始めたのではネイティブなみの文法能

力は身につかないと考えられてきまし

た。しかし、実はそのようなことはな

く、私達の研究によると、外国語環境

で、しかも思春期以降に始めても、習

熟度が高くなればネイティブと同じ脳

反応が得られることが分かりました。

これは、英語は早く始めなければ身に

つかない、という考えを覆す新しい発

見です。私達の脳は、成人になってか

らでも想像以上の可塑性があるので

す。もし、これが正しければ、ことば

の学習はいつはじめても遅いことはな

く、努力次第で脳の反応もネイティブ

に近づけることになります。

小学生コホート調査

現在、私達は、（独）科学技術振興

機構 社会技術研究開発センターの研究

開発領域「脳科学と教育」の一環とし

て、「言語の発達・脳の成長・言語教育

に関する統合的研究」というプロジェ

クトを実施しています。このプロジェ

クトの一つに、小学生コホート調査が

あります。

具体的には、英語イマージョン教育

を受けている小学生、英語を週１回学

校でネイティブに習っている小学生、

そして英語活動はなにもしていない小

学生、全員で約380名が参加しています。

１年に一回、３年間に渡って追

跡調査をしています。脳波と光

トポグラフィーという機械で脳

計測を行い、英語のテストと国

語のテスト、それに保護者のア

ンケート調査を実施しています。

図３をご覧下さい。英語の習

熟度が低いグループから高いグ

ループについて、脳波とトポグ

ラフィーを左から順番に示して

あります。英語の単語理解につ

いて調べたところ、習熟度が低いグ

ループでは正しい刺激の脳波（青線）

と間違い刺激の脳波（赤線）とに差は

なく、脳は同じように反応しています

が、習熟度が高いグループでは、間違

い刺激の脳波が正しい刺激の脳波から

分かれて、N400という陰性波があら

われています。トポグラフィーで見て

も、N400を示す青い部分が強くなっ

ています。習熟度が最も高いグループ

では、最も大きいN400が現れていま

す。これは、脳が英語の間違いに気づ

いていることを示しています。英語が

上達するにつれて、N400の反応が強

くなっていることが分かります。

教育と社会問題の解決に
向けて

脳計測を含んだこのような大規模コ

ホート調査は世界でも始めての試みで

す。新しい知見を得るためには言語学

の基礎のみならず、脳科学、人口統計

学の最新の技法や解析法、それに心理

学や教育学の概念も駆使しなければな

りません。早期英語教育の功罪につい

ては、現在、世間で広く議論されてい

ますが、問題なのは、科学的なデータ

が一つもないことです。そこで私達は

生物学的視点を取り入れたデータを提

供しようと考えました。このような研

究をすることにより、最終的には、脳

の働き方からみた効果的な外国語教育

の最適導入期、教授法、学習法を見つ

け出し、少しでも日本人の英語に対す

る苦手意識をなくすことができればと

考えています。

もちろん、これは英語学習者に限っ

たことではなく、言語の学習プロセス

を調べているので、日本語を学ぶ外国

人にも当てはまります。冒頭でも述べ

ましたように、将来の日本はますます

外国人の居住者が増えると思います。

彼らが日本社会に良い形でとけ込むた

めの言葉の教育にも役立てることがで

きればと願っています。

おわりに

小学生コホート調査では、思わぬ副

産物もありました。これまでのような

研究室ベースの実験ではなく、脳計測

車「わくわく脳科学」号を設計、開発、

製造できたのは、画期的なことでした。

このトラックで大学の研究室のメン

バーたちが小学校に出かけていって毎

日脳計測をしています。そうすること

で、より多くの子供たちに参加しても

らえるのです。しかし、何よりも感動

的なことは、子供や保護者の方々がと

ても協力的です。というのも、普段大

学生に接したことのない小学生にとっ

て、真剣に研究をしている大人の姿を

見ることで、子供達にもその研究の意

味が分かるようです。そして、そのこ

とを通して、さらに科学とはどのよう

なものかを身近に感じる、良い体験の

場となっているようです。

▲図3
小学生の英語の脳波
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自動車の空力設計

高速道路を走行中に、トンネル出口

や海岸線・橋梁等で強い横風に煽られ

てハンドルを取られ、ヒヤリとした経

験は誰もがお持ちのことだと思いま

す。このように自動車が高速で走行す

ると、車両運動に対する空気から受け

る力（空気力）の重要性が相対的に大

きくなります。一般車両に作用する空

気力は主として抵抗として作用し、こ

の抵抗を低減することは高速走行時の

自動車の燃費や最高速度の向上につな

がります。また、自動車を横から見た

中央断面は翼に近い形状をしているこ

とから、抵抗の他に揚力も作用し、こ

の値は自動車の高速安定性に重要な影

響を与えます。その究極は自動車レー

スであり、最高峰のフォーミュラ・ワ

ン（F1）ではより高速にコーナリング

を行うために、600キログラムの車体

重量に対して、フロント・リヤウィン

グ等の空力パーツを利用してその数倍

の2トン以上の空気力で車体を地面に

押さえ付け（ダウンフォース）、タイ

ヤグリップを確保しています。この結

果、コーナリングでの横荷重は体重の

数倍に達します。F1の世界での空力評

価の重要性は日々増すばかりで、現在

のF1トップチームは一年を通じて１基

数十億円とも言われる高性能風洞をフ

ル稼働して車両空力評価を行ってお

り、人件費と合わせてそのコストは膨

大になっています。また各国の大手自

動車会社がF1に参戦している現状か

ら、このF1で培われた高精度風洞空力

計測技術が一般車開発にも還元されて

いることは、疑う余地がありません。

風洞実験による車体空力評価はヨー

ロッパ、特にドイツが秀でており、

1930年代のアウトバーンの建設に伴う

高速走行安定性の需要が増すと、早く

も1940年代には自動車用風洞の建設が

始まりました。これに対して日本で自

動車会社各社が風洞実験設備の建設に

着手したのは1970年頃であり、こと空

力設計という観点からは現在も欧州が

一歩リードしているという印象があり

ます。この原因として、一つには制限

速度が高々100km/h程度の日本の道路

では、空力問題は顕在化しないという

考えが今日まで支配的であり、自動車

デザインにおける空力性能の要素は高

くなかったことが挙げられます。しか

し、環境負荷を配慮して低燃費への要

求が益々高まる中、自動車の空力抵抗

低減（一般に１割程度の抵抗低減が

数％の燃費向上に結びつくと考えられ

ます）の要求はより高まりつつありま

す。これに加えて、昨今、定常的な空

気抵抗に加えて、冒頭で述べたような

急な横風やハンドル操作、追越し時等

に発生する非定常的な空力評価の重要

性が指摘されています。しかしながら

理想的な走行状態を模擬する風洞実験

は、高精度に定常空力評価が行える半

面、膨大なコストがかかると共に、非

定常空力評価が困難であるという欠点

を有しています。このようにより実際

の走行時を想定した、非定常特性に着

目した空力評価が実現すれば、自動車

の空力設計においてイノベーションを

生み出す可能性があることから、風洞

実験に代わる新たな空力評価システム

が待ち望まれています。

デジタルエンジニアリング

近年の計算機技術の進歩は目覚し

く、産業界における設計・開発の高効

率化による期間短縮、コスト削減を目

1.

坪倉誠
●電気通信大学知能機械工学科准教授

革新的シミュレーションソフトウェアによる
自動車空力設計イノベーションを目指して

つぼくら・まこと

1997年東京大学大学院工学系研究科博士課程修了。電気通信大学准教授。1999年東京工業大学大学院講師、2003年電気通信大学助教授、現在同大准教授。2002年より文部科学
省ITプログラム「戦略的基盤ソフトウェアの開発」プロジェクトにメンバーとして参画。現在は「革新的シミュレーションソフトウェアの研究開発」プロジェクトメンバー。

2.
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指して、コンピュータを用いた製品の

設計、製造、工程設計等、CAE技術

（Computer Aided Engineering）が積

極的に導入されています。この中でも、

構造物・材料の変形や、熱・流体の挙

動とそれに伴う騒音の発生等、物理法

則に基づく現象に対して、コンピュー

タを用いてその解を予測する計算科学

技術が、理論、実験に次ぐ第三の解析

手法として着目されています。このよ

うなものづくりにおける競争力強化の

ためのコンピュータの活用を総称して

デジタルエンジニアリングと呼びま

す。特に自動車業界は、このデジタル

エンジニアリング技術が最も進んでい

る分野であり、車両空力評価に対して

も数値流体力学（Computational Fluid

Dynamics, CFD）の導入が積極的に進

められています。しかしCFDは膨大な

計算資源を必要とすることで悪名高

く、今のところ自動車のような複雑な

形状に対しては様々な物理モデルを導

入せざるを得ません。結果、風洞実験

と比較してコスト問題に対しては優る

ものの精度の点ではまだまだ劣ってい

ます。現状は、開発初期における風洞

実験の付随的役割を担っているに過ぎ

ず、風洞実験に代わる評価システムと

しての地位は確立できていません。

革新的シミュレーション

ソフトウェアの研究開発

計算科学技術は自動車業界のみなら

ず、わが国の科学技術の発展、産業競

争力の強化や社会生活の安全性、環境

保全等を支える共通基盤として今後ま

すます重要になっていくと考えられて

います。この計算科学技術の進展は、

大きくソフトウェア、ハードウェア、

二つの技術の進歩に依存します。

ハードウェア開発、特に最先端計算

科学技術を担うハイエンドスーパーコ

ンピュータ（スパコン）の開発につい

ては、1946年の米国によるENIAC開発

以来、一貫して米が世界をリードして

いましたが、特に1990年以降は日本の

健闘が目立つようになりました。そし

て、1997年国家プロジェクトとして開

発が始まった地球シミュレータ※1が、

2002年６月にベンチマークテストで演

算速度35.9テラ（1012）フロップスを記

録してスパコンTop500※2で２位に大差

を付けてついにトップを獲得しまし

た。これはスプートニックショックに

なぞらえてコンピュートニックと呼ば

れ、米国に大きな衝撃を与えました。

現在も日米双方で国際競争力の指標の

一つとしてスーパーコンピュータの開

発が進められており、政府主導の下、

2010年までには数十ペタ（1015）フ

ロップス（ペタ級）のスパコンの実現

を目指して計画が進行中です。

これに対してもう一方のソフトウェ

アについては、スパコンユーザーの独

自開発コードの利用が一般的であり、

特に産業競争力強化に直結する応用解

析ソフトウェアについては、欧米各国

の汎用ソフトウェアの普及と比較して

甚だ心もとない状況でした。このよう

な背景を受けて、2002年度に文部科学

省ITプログラムの一環と

して、「戦略的基盤ソフ

トウェアの開発」プロ

ジェクトが東京大学生産

技術研究所計算科学技術

連携研究センターを拠点

としてスタートしまし

た。プロジェクトリー

ダーの加藤千幸教授の下、東京大学大

学院工学系研究科、国立医薬品食品衛

生研究所、独立行政法人物質・材料研

究機構、財団法人高度情報科学技術研

究機構、アドバンスソフト株式会社な

どとの産学官連携により、科学技術重

点分野であるバイオ・ナノ、エネル

ギー・環境各分野において、世界水準

の実用ソフトウェアの開発がスタート

しました。その後、このプロジェクト

は2005年度からは次世代ITプログラム

「革新的シミュレーションソフトウェ

アの研究開発」※3として発展的に継承

され、a生命現象シミュレーション、

sマルチスケール連成シミュレーショ

ン、d都市安全・環境シミュレーショ

ン、f共通基盤ソフトウェアの４グ

ループ、総勢120名体制で最先端の実

用的基盤ソフトウェアの研究開発を推

進しています。

HPC（High Performance

Computing）による

次世代空力解析

スパコンのようなハイエンド計算機

を用いて膨大な計算を短時間のうちに

行うことをHPC（High-Performance

Computing）と呼びます。様々な科学

計算の内、特にCFDはHPCと密接に繋

がっており、新たなスパコンが開発さ

れるやいなや世界最大のCFD解析が実3.

4.

参考文献
※1：http://www.es.jamstec.go.jp/ ※2：http://www.top500.org/

※3：http://www.rss21.iis.u-tokyo.ac.jp/

▲図1：自動車周りの流れのCFD解析
（上：定常解析、下：非定常解析）
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施され、実験計測では得ることが非常

に困難な物理的知見や発見がCFDを通

してなされています。HPC技術による

CFD解析は当然基礎物理的問題のみな

らず、工学上も解析所要時間の短縮化

や高精度化、より現実の問題に則した

大規模複雑化等の様々なメリットがあ

ります。このようなデジタルエンジニ

アリング技術へのHPC技術導入を目指

して、2005年度より地球シミュレータ

共同利用プロジェクトの下、上記革新

的シミュレーションソフトウェアの地

球シミュレータへの移植が進行してい

ます。このプロジェクトの中で、次世

代空力解析による空力設計イノベー

ションを目指して、フォーミュラカー

の空力解析を行いました。

CFDは膨大な計算資源を必要とする

ことから、自動車のような複雑な形状

に対してはレイノルズ平均モデル

（RANS）と呼ばれる物理モデルを導

入し、計算の簡略化を図ります。これ

は流れ場を平均場と変動場に分離し、

平均速度や平均圧力等を直接CFDによ

り計算する手法です。RANSで得られ

た速度場を図１上に示します。計算機

条件の制約から、自動車業界のみなら

ず産業界全体において、特に流れの変

動成分が重要とならない限りはこの手

法が一般に利用されています。しかし、

実際の流れ場は大きな変動を含んだ図

１下のような流れになっていることは

容易に想像でき、RANS解析では導入

した物理モデルによる精度の悪化のみ

ならず、冒頭でものべた横風や追越し

等の非定常性が重要となる空力解析の

実施は困難となります。そこで我々は、

RANSに替わりラージエディシミュ

レーション（Large Eddy Simulation,

LES）と呼ばれる、流れ場の重要な非

定常性を直接解析する手法を採用しま

した。一般にRANS解析に対してLES

解析はさらに膨大な計算時間と解像度

を必要としますが、革新的シミュレー

ションソフトウェアFront Flowを地球

シミュレータに移植することで解析を

実現し、その有用性を検討しました。

解析対象は、全日本選手権フォー

ミュラ・ニッポンで使用されたLOLA

社製B0351フォーミュラカーとし、

LOLA社提供の風洞実験データの比較

によりその解析性能を評価しました。

上で述べたとおり、フォーミュラカー

は自動車の中でも最も空力解析が重要

であり、要求される精度、開発スパン

等を考慮すると、産業界でも最も過酷

な空力解析ターゲットといえます。即

ち、究極のハードウェア（地球シミュ

レータ）とソフトウェア（Front Flow）

を用いて、究極のターゲットを解析し、

現在のCFDによる空力解析の限界を調

べてみようというわけです。

CFDでは流れ領域を計算セルと呼ば

れる微少な要素に分割し、各セルでの

流体質量や運動量の保存則を流れ場全

体で連立させて解析を行います。形状

が非常に複雑なフォーミュラカーの場

合、本解析で用いたセルの数は１億２

千万要素に達し、非定常LES解析では

世界最大規模となりました。解析には

連続実時間でおおよそ120時間に達し

ました。図２に本解析が捕らえた車体

周りの非定常な流れの様子を示しま

す。特にフロントタイヤ後方や車体後

流れに大きな乱れが観察され、フロン

トタイヤからの乱れが車体側面（サイ

ドポンツーン）と干渉していることが

見て取れます。風洞実験と本解析を比

較した結果、車体抵抗を10%以内の誤

差で再現できた他、特にフォーミュラ

カーにおいて重要なダウンフォースを

１～２%程度の誤差で再現することに

成功し、定常的な空力予測においても

HPC技術によるLES解析が有力なツー

ルとなりえることを実証しました。

一般車種への展開と今後

現在、国内自動車メーカーの協力の

下、開発したHPC版Front Flowを市販

車に適用し、特に非定常空力特性の予

測手法としてその有用性を検討してい

ます（図３参照）。セダン形状の車両

▲図2：フォーミュラカー周りの
非定常流れの様子（流速の可視化）

▲図3：市販四輪車、二輪車解析の実例（左：速度分布、右：変動圧力分布）

5.
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や二輪車の周りには平均場として様々

な組織的渦構造が現れることがある程

度知られていましたが、RANS解析で

は分解が困難なであった非定常渦の存

在がHPC-LESを通して判ってきまし

た。今後、急な風向変化や車体姿勢変

化に伴い発生する非定常空力とこれら

の非定常渦との関係を、流れと車両と

の間の相互作用の観点から解析し、車

両の運動特性に与える影響を解明する

ことが重要なテーマとなります。最終

目標は自動車の運動と車体周り流れと

の連成解析を実現することで、風洞に

替わる新たな空力評価システムとして

HPC-LESが実用化され、今までなし得

なかった新たな視点から自動車空力設

計イノベーションに貢献することで

す。

HPC利用の大きな問題点はスパコン

利用の計算コスト高にあり、現時点で

は民間企業のHPC利用は容易ではあり

ませんが、需要の高まりは確実に計算

コストを下げることにつながります。

また昨今のコンピュータの計算処理能

力の急速な成長により、現在の地球シ

ミュレータの演算性能は、十数年後に

は汎用計算機で達成されることになる

でしょう。今後、HPC利用によるデジ

タルエンジニアリングにより、さまざ

まな産業分野で設計イノベーションが

展開されることが期待されます。

謝辞

本研究は、文部科学省次世代IT基盤

構築のための研究開発プログラム「戦

略的革新シミュレーションソフトウェ

アの研究開発」プロジェクト（プロ

ジェクト代表：東京大学生産技術研究

所教授　加藤千幸教授）の下、地球シ

ミュレータ共同利用プロジェクトの一

環として行われました。フォーミュラ

カーのデータ提供には（株）日本レー

スプロモーション、英国LOLA社、

（株）ルマン各社の協力を頂きました。

一般車種への展開では、スズキ（株）、

マツダ（株）のご協力を頂きました。

あわせてここに謝意を表します。

6.

第2回CSTインターナショナルサロンが、平成19年4月23日

（月）18：00～20：00 独立行政法人科学技術振興機構 東京

本部 地階ホールにおいて開催されました。本サロンは、国

際交流の新しい試みとして、在日外国大使館アタッシェと国

内産学官の方々との定期的な情報収集等交流の場を設置し、

参加者それぞれが人的ネットワークの構築に資することを目

的に、適切な講師の方に話題提供をお願いして交流を行なっ

ております。

今回は、メイン・スピーカーとして内閣特別顧問・前日本

学術会議会長の黒川清氏をお迎えして、｢イノベーション25｣

についてご講演をいただきました。先見性のある話題で将来

を見据えた内容であり非常に好評でありました。また、フラ

ンス大使館参事官のジャン・ルイ・アルマン氏より海外情報

として｢Nation's Pride｣について大変興味深いご講演をいた

だきました。講演会のあとは引き続き

懇親会が行なわれ予定時間をオーバー

するほどに歓談いただきました。アメ

リカ、ヨーロッパ、アジアの19カ国在

京大使館のアタッシェを含め総勢97名

の方々に参加していただき有意義な交

流がなされました。

1 第2回「科学技術・文化交流サロン（CST International Salon）」開催
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平成19年度新規事業紹介

アジアにおける国際活動の戦略的推進のための
外国人研究者の受入れ促進手法開発

「第3期科学技術基本計画」（平成18年3月）において、「国

際活動の戦略的推進」が重要政策の１つとして位置付けられ

ており、我が国の研究者を世界に通用する人材に育むととも

に、優秀な外国人研究者の受入れにより研究の多様性や研究

水準の向上を図ることにより、我が国の科学技術協力を強化

することが上げられている。また、地理的・自然環境的な近

接性、科学技術水準の急速な向上、経済関係の緊密化等の国

際情勢に鑑み、アジア諸国との間で科学技術の連携を強化し

て、内外から日本に期待される役割を果たしていくため、ア

ジア諸国との研究者の交流を促進し、ネットワーク形成やア

ジア地域における共通課題への対応等を通じて、アジア諸国

との科学技術コミュニティの強化を図ることが緊要であると

指摘されている。

文部科学省から受託した本事業は、これらを踏まえ、アジ

ア諸国の外国人研究者を我が国に受け入れ、研究活動を行わ

せることにより、以下の事項を総合的かつ長期的な計画の下

に分析し、我が国の研究環境の活性化や、我が国の大学等研

究機関の研究競争力及び研究水準向上のための指針を例示

し、我が国の研究環境の国際化を推進するための手法開発を

行うこと等を目的としている。

qアジア諸国の外国人研究者が日本で研究活動を行う上での

より良い環境作りのために改善が望まれる諸課題

w受入れ期間終了後も引き続き日本の研究機関や企業で研究

活動を行うことを希望するアジア諸国の外国人研究者が抱

える問題とニーズ、及び受入れを希望する研究機関や企業

が抱える問題とニーズ

e日本で研究活動を行うアジア諸国の外国人研究者が帰国後

に日本の受入れ研究機関との継続的・発展的な交流促進に

携わる上での成功事例と諸課題

ハルビン工業大学機電工程学院助教授の楊暁冬先生を2005年10

月3日から2006年10月2日まで受け入れました。何ごとにも積極的

な方で、研究はもちろんですが、ゲストルームよりむしろ研究室

にいて学生との交流を何よりも大切にしていました。研究室のコ

ンパや旅行には私より真面目に出席し、日本文化や日本料理のよ

き理解者でした。私も中国の大学での研究室の運営や教育につい

て、いろいろと教えていただきました。ハルビンの街やハルビン

工業大学が歴史的にロシアの影響を強く受けていて、昔からとて

もハイカラで近代的であることも知りました。

中国の学生はとても真面目なことはよく知られていますが、学

部4年になって研究室に配属されてからの日本の学生はとても研究

熱心だと評価して下さいました。ご自身はキャンパスに隣接して

建っている国際交流会館に居住していましたので、毎日夜中まで

研究室で研究をなさっていました。人柄がとてもよく、研究成果

もすばらしかったので、学生たちの信望を集めていました。10月2

日の帰国を前に、楊先生から私たち一人ひとりにメールでいただ

いたメッセージはとても感動的でした。帰国の当日は、研究室み

んなでJR中央線の始発に乗って、新宿のリムジンバスの発着所ま

で見送りに行きました。

楊先生の専門は放電加工です。放電加工

は硬度によらず複雑・微細な形状を精度よく加工できるので、金

型製作にはなくてはならない加工法です。中国のものづくりの技

術はすさまじい勢いで発展していますが、ハルビン工業大学はそ

れを支える放電加工の研究で有名です。滞在中は、回路中の浮遊

容量が原因で最小放電エネルギーに限界があった従来のRC放電回

路に替わり、ナノサイズの放電痕直径が得られる、容量結合型の

放電パルス電源の開発研究に携わっていただきました。解析がお

得意で、回路の理論的な動作の解明が一挙に進み、国内学会発表3

件、投稿論文1報、国際会議発表1件という多くの成果を挙げて下

さいました。その国際会議（ISEM XV）は2007年4月に米国ピッツ

バーグで開催され、半年ぶりに再会の喜びを分かち合いました。

滞在中の成果を基に、お互いを研究協力者とする公的研究助成

への申請が日中双方で採択され、今後も共同研究を密接に続けて

いくことになっています。また、ハルビン工業大学には放電加工

の研究者がたくさんいらっしゃいます。その方々との接点ができ、

新たな交流が始まったことも大きな収穫です。

くにえだ・まさのり

1957年生まれ。1985年東京大学精密機械工学専攻博士後期課程修了。2001年東京農工大学教授。工学部附属ものづくり創造工学センター長。（社）精密工学会理事。

「中国政府派遣研究員を受け入れて」
東京農工大学大学院機械システム工学専攻 教授　◆国枝　正典
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2 第20回総会開催

去る5月29日（火）、東海大学校友会館において第20回総会

が開催され、平成18年度事業報告書、平成18年度収支決算書

（財務諸表）、平成19年度事業計画書、平成19年度収支予算書

及び役員の選任について審議いただき、事務局案どおり議決さ

れました。

本総会で新たに選任された役員は次のとおりです。

●理 事　岡崎俊雄 独立行政法人日本原子力研究開発機構

●理 事　青木素直 三菱重工業株式会社

また、総会後の懇親会には、尾身幸次財務大臣、林幸秀文

部科学省文部科学審議官、前田勝之助東レ株式会社名誉会長の

ほか各界から当センターとかかわりのある多数の方に参加して

いただきました。

総会において議決された平成19年度事業計画書の事業項目

は、次のとおりです。

I．研究者交流事業

1．JSPSフェローシップ事業に関する業務

2．理工系大学院生研究支援事業（Ｗinter Instituteと略称）

の運営

3．戦略的国際科学技術協力推進事業に関する業務

4．アジア科学技術協力の推進

II．研究者支援事業

1．研究環境国際化の手法開発に関する業務

2．国際開発協力サポート・センター・プロジェクト業務支援

3．国際会議、シンポジウム等の運営に関する業務

4．外国人研究者用宿舎の管理運営に関する業務

5．外国人研究者生活立ち上げ等支援業務

6．若手国際研究拠点研究員の日本定着支援その他業務

7．アジアにおける国際活動の戦略的推進のための外国人研

究者受入れ促進手法開発

III．科学技術議員等国際交流基金運営事業

IV．STSフォーラム開催の支援事業

V．芦田基金運営事業

VI．自主事業

1．講演会の開催

2．会報（JISTEC Report)等の発行

3．ホームページによる情報の提供

なお、当センターのホームページに次の資料を掲載してお

ります。

●役員名簿

●平成19年度事業計画書

●平成19年度収支予算書

●平成18年度事業報告書

●平成18年度収支決算書（財務諸表）

URL : http://www.jistec.or.jp

t第20回総会 風景

s懇親会にて挨拶する
桑原 洋 会長

s懇親会にてご挨拶される
尾身 幸次 様

s懇親会にてご挨拶される
林 幸秀 様

s懇親会にて乾杯のご発声
をされる前田 勝之助 様
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Ninomiya House Takezono House

外国人研究者用宿舎　ニの宮ハウス・竹園ハウス

去る3月、二の宮ハウスイヴニングフォーラムで、思いがけず

Japanese Proverbs について、お話しする機会をいただきました。

ことわざは、教育の機会が与えられていなかった社会では重要

な教育的機能をもっていて、親から子へしっかり伝えられて

いったのでしょうが、日本の古いことわざに興味を持ってもら

えるだろうか、と少し心配でした。しかし皆さん面白がって聞

いてくださり、一安心。ただ平面的にことわざを紹介してもつ

まらないので、同じことわざに正反対の解釈がある場合や、同

じメッセージが別の表現でなされている場合に注目しました。

紹介したのは

a生活の知恵「桃栗三年、柿八年」、「左ヒラメに右カレイ」

「桜伐る馬鹿梅伐らぬ馬鹿」といった、今でも参考になるも

の；

sメタファーと隠喩法表現「あばたもえくぼ」「石の上にも三

年」「一を聞いて十を知る」「かっぱの川流れ」「一期一会」

「盗人にも三分の理」「騎虎の勢」「縁の下の力持ち」等；

d教訓「情けは人のためならず」「仏の顔も三度」などです。

これにくわえて、言葉遊びの例として「悪銭身につかず」の

パロディ「アクセント身につかず」、「覆水盆に帰らず」のパ

ロディ、「父さん盆に帰らず」も紹介しました。

f男と女を扱ったものとして現代のものも交えて「美人は3日

で飽きる。ブスは3日で慣れる」「男は度胸、女は愛嬌」（最

近は「女は度胸、男は愛嬌」とも）「亭主は達者で留守がよ

い」「男は妻（め）から」「雌鳥が時を作ると家が滅びる」、

そして最後に物議をかもした「女は実体、男は現象」。さら

に私の家で祖母から母に、母から私に伝えられている表現、

「人のお世話にならぬよう。人のお世話はするように」も付

け加えました。

聴衆から反応があり、脱線してお話したのが「一を聞いて十

を知る」でした。つまり、一を聞いて十を知るためには、豊富

なコンテキスト（文脈）が必要で、日本は人々が共有するコン

テキストが多く、あまりしゃべらないでも意味が通じる世界で

す。その例としてある弁護士さんが、面談の謝礼の額を尋ねた

私に、振込みの番号のみ渡して「思し召しで」と言われた例を

あげました。私はその一言で金額は当方が判断すべきこと、そ

の判断によって弁護士さんが私を試していることを悟りまし

た。それに対する外国人聴衆の反応は「日本以外では、そんな

ことはあり得ない」でした。

私が特に面白いと思ったのは、

私の説明を聞いて笑う箇所が、日

本人と外国人でまったく異なるこ

とでした。「石の上にも三年」の

説明で、「3年も座れば、冷たい石

でさえ温まる」と言ったところ、

多くの外国人聴衆から大きな笑い

声が上がり、日本人たちは「何が

おかしいのだろう？」とキツネにつままれました。おそらく、

表現を聞いて日本人はすぐに比喩の意味を悟り、外国人は表現

が表す意味そのものに捉われるのだと思いました。それで、

「えーっ！石の上に3年座る、ですって？」と笑うのでしょう。

また、「仏の顔も三度」で、「仏が顔を三度なでられる」という

考えも、なぜかおかしかったようです。日本人聴衆ははやり、

「アクセント身につかず」「父さん盆に帰らず」などのパロディ

にいちばん反応がありました。

いちばん強い反応があったのが「女は実体、男は現象」でし

た。これは、男性諸氏には相当応えたようで、年配の外国人男

性から「それでは、ノーベル賞が男性に圧倒的に多いのはどう

説明するか」という質問がありました。おそらく、「女が優れ

ていて、男は添え物」という風に解釈されたのだと思います。

でも、そうではありません。これは、染色体ｘｘをもつ女性が

「実相」で、XYなる染色体をもつ男性は現象として存在する、

という養老猛氏のアイデアです。「男は文化で女は自然」とい

う表現もあり、一脈相通ずるところがあります。しかしこれら

の観察は、能力や資質の上下を述べているのではありません。

このようなわけで、私は密かに聴衆の反応を観察して、大い

に楽しみました。

■第62回イヴニングフォーラム“日本のことわざ、世界のことわざ”

綾部裕子（あやべ　ひろこ）
城西国際大学人文学部国際交流学科 教授

●1937年生まれ。大学卒業後、福岡アメリカ領事館

での日本語インストラクターを経験後、九州大学

大学院へ入学。言語学を専攻。その後、筑波大学、

東京大学の講師を経て、筑波大学教授となる。

現在は、城西国際大学人文学部にて社会言語学、

対照言語学などを担当している。



vol. 6414 JISTEC REPORT

これは、私がつくば市に住むようになってからという

ものずっと自問し続けてきた問いですが、いまだ納得の

いく答えが見つかっていません。人生の終わりをどこで

迎えるかはわかりませんが、ひょっとしたらその時が来

るまで答えを探し続けるのかもしれません。こういうと

哲学的に聞こえるでしょうか？

いえいえ、そんなことはないはずです。同様の問いを

自問し続けている外国人がきっと大勢いるに違いありま

せん。どなたか納得のいく答えが見つかった方がいらっ

しゃったら、ぜひご連絡ください。辛くてスパイシーな

「本場」のカレーライスを一皿、チャイも一杯添えてご馳

走いたします！というのも、これは私の得意料理だから

です。インドのアンドラプラデシュ州出身のインド人で、

日本人と結婚しています。成人した二人の子どもは嬉々

として将来の夢を追い求め、夫は会社員をしています。

これが私の家族です。

私が日本にやってきたのは当座しのぎの、まったくの

好奇心によるものでした。それは1980年代初頭のことで

す。私はインド

とアメリカの大

学で文学と臨床

心理学を学びま

した。博士号を

とり、さまざま

な大学で教え、

セラピストとカ

ウンセラーにな

るのに必要な臨

床訓練も受けま

した。もちろん、

こうした積極的

で精力的な「ア

メリカナイズ」された学者という立場に、私はとても満

足していました…。この日本という島国にやってくるま

では。成田空港での最初の経験は、まさに驚きでした。

というのも、日本人の顔を見分けることができなかった

からです。誰もが同じような顔をして、同じように小柄

で、同じような服装をし、同じようにほほえみ、同じよ

うにおじぎをしていました。現在でさえ、夫と出かけて

彼を駅やスーパーや映画館に数分間放っておこうものな

ら、顔をまじまじとでも見ない限り見つけるのに一苦労

します。話を元に戻せば、そもそも日本を訪れたのは、

東洋の宗教心理学を研究し、実地経験するためでした。

つまり、東洋の哲学的・心理学的観点から、禅、カルマ

の法則（因果応報）、輪廻といったものを学ぶためだった

のです。研修を終えたらニューヨークにまっすぐ戻り、

オファーされていた臨床心理学者の職に身を落ち着ける

はずでした。成田空港で経験した、ほとんどの人が英語

を話さないという特徴は、私が所属していた研究所にも

当てはまりました。皆同じような顔をし、同じようにふ

るまい、誰もが仕事熱心で、とても礼儀正しく、いつも

にこにこしていました。昼食をとるときでさえ、まるで

一種の儀式のようにお弁当箱を開け、食べ終わると布で

きちんと包みます。私は思い切って食品を買いに行った

り、井の頭公園へ行ってみたり、自分の部屋で歌を披露

してみたりしましたが、やはり奇妙なことに、会う人は

誰も彼もほほえみを浮かべ、「こんにちは」と言って深々

とお辞儀をし、そのあと無言で立ち去っていくのです。

日本にやってきたとき、自分がセラピストとして必要

とされていると思っていましたが、すぐにセラピストを

必要としているのは自分自身であることに気がつきまし

た。それは次のような根拠のある理由からです。

a英語を話す人がほとんどいない。

s「外人」と友情を育もうとか、文化的障壁を乗り越え

日本は私の夢の国、はたまた運命の国？

●1970年シティ大学（ニューヨーク、米国）修士課程卒（心理学専攻）。1974年アンドラ大学
（インド）博士課程卒（心理学専攻）。1981年に来日。その後、日本人の夫と結婚。現在、つ
くば市でインドのみならず様々な国籍の研究者及びその家族の心理カウンセラーをボランティ
アで行っている。皆からの信頼が厚くカリスマ的な存在。サイラジャ・P・ハラダ Sailaja P. Harada

India

t右が筆者

外国人研究者からの M e s s a g e
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ようなどと試みる人がほとんどいない。

d電車の中では誰もがマンガや新聞を読み、完全なる沈

黙が車内をおおっている。スーパーに行っても公園に

行っても、誰もが無言です。

これはどうしてなのだろう？私は不思議に思いました。

インドではそうではありません。私たちインド人は話す

のが大好きなので、かえって騒々しいくらいです。私の

好奇心はどんどん膨れ上がっていきました。そしてつい

に、「日本人の沈黙を破って、私自身が大使になってしま

おう！」と思うようになったのです。それからは、

ちょっと挨拶をしてきただけの人にも強引に話しかけ、

引き止めるようにしました。数か月も経つと、日本人の

寡黙さや内気さのドアを押し開けることができるように

なりました。そう、ついに宝の山を見つけたのです。日

本語と和製英語を二言三言、それに「カレーライス」「ス

パイシーチキン」「パワーヨガ」といったキャッチワード

が、私の名刺になりました。そうやって私が成長を遂げ

ていたある日のこと、突然、夫が目の前に現れたのです。

夫との出会いは、ニューヨークでセラピストになるとい

う私の人生の目標を変えました。彼の支援と導きによっ

て、私の人生の可能性はさらに大きく広がりました。結

局私は、日本にもう少し住み、できる限り豊かな経験を

積んでから、夫とともにアメリカへ行くことに決めまし

た。職業上の成功を熱望する実際的な一インド女性にし

ては、悪くない考えでした。しかしそのあと、不思議な

ことが起こったのです。長男を身ごもり、主婦また妊婦

として生活するようになるにつれ、それまで気づかな

かった、隠れた日本人の特性をあらためて知ることに

なったのです。私は日本人の誠実さと親切心、とりわけ、

思いやりと辛抱強さに心を動かされました。近所の人た

ちやスーパーや公園で出会った人たち、今となっては名

前もその読み方も思い出せませんが、あの人たちは寛大

さ、優しさ、愛という美徳を持ち合わせた真に人間的な

人々でした。

たとえば、以

前こんなこと

が あ り ま し

た。それは、

私がバス停か

ら食品の入っ

た重い買い物

袋を二つ持っ

て、狭い2DK

の我が家に向

かってゆっく

りと歩き始めたときのことです。突然、誰かが遠慮がち

に「すいません」と声をかけてきました。振り返ると、

そこには一人の中年の女性が立っていて、傘をさし薄い

コートを着ていました。そのときわずかに霧雨が降って

いたのですが、インドではその程度の雨など誰も気にし

ませんし、かえって雨に濡れて気持ちがいいと思うくら

いです。ところが驚いたことに、この女性は「買い物袋

を家まで持っていってあげましょう」と言って、自分の

コートを私の肩にかけてくれたのです。どうしてこれほ

ど親切にしてくれたのでしょうか？それは私が妊娠して

いて、大切な赤ちゃんと買い物袋の両方を抱えていたか

らです。この女性はきっと、赤ちゃんに風邪を引かせた

くなかったのだと思います。私たちはただ無言で歩き続

けました。涙が私の頬を伝って流れ落ちました。アパー

トの階段まで来ると、女性は、私がサリーの裾を踏んで

つまずいたりしてはいけないからと、戸口まで送り届け

ると言い張りました。そのあと私が「中に入ってお茶で

もどうぞ」と誘うと、彼女は忙しいのでこれで失礼しま

すと丁寧に断りました。こうした出来事を経験するうち

に日本での暮らしがしだいに長引いていき、数年後、私

たちはつくば市に引っ越したのです。

▲インド人のご婦人と
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いよいよ夏の到来です。誰しも元気よく夏を過ごしたいわけですが、気になるのがあの「夏バテ」ではないでしょうか。夏バテを防ぐには、

ともかく原因となることを避けることです。まずは帽子、日傘等で直接肌を日光に当てないようにすることが暑さ防止の第一歩ではないで

しょうか。次に気をつけたいのは食欲減退による栄養不足と発汗に対する水分補給ですね。たんぱく質と緑黄色野菜などをうまく摂るといい

ようです。さらに夏バテを乗り切るには十分な睡眠でしょうか。通勤電車でのうたた寝も理にかなっているようです。今年の夏は暑さと上手

に付き合い夏バテしないようにしたいものですね。 （N.F.）

この緑豊かで典型的な茨城弁が話される科学技術の都

市、つくば市に住むようになると、私は大学や病院や研

究室に勤めようと必死で努力しました。けれどいつも手

ぶらで家に帰るだけでした。「すばらしい経歴をお持ちで

すね。のちほどご連絡します。」それは日本流の丁寧な断

りでした。そうしている間にも、私の交友関係はどんど

ん広がっていきました。やがて私は、友人たちの助けを

借りて、一杯のチャイを飲みながら気軽に語り合うとい

うスタイルで、自分が得意なこと、つまり、心理学者、

カウンセラー、教師、そして友人としての能力をこの狭

い自宅で活かしてみようと思い立ったのです。私は友人

やその家族を招き、悩みの相談に乗ったり、悲しみを分

かち合ったりするようになりました。友人たちはしだい

に、私がいつもここにいて、彼らのぐちを聞いたり、涙

をふいてあげたり、熱い一杯のお茶を入れたり、彼らの

子どもたちと遊んだり、英語を少し教えたりしながら、

彼らが気づかぬうちにこっそりと本当の意味で一人の

「人間」として生きていけるよう導いていることを、自然

なこととして受け入れてくれるようになりました。この

友人の輪はやがて、日本人だけでなく、つくば市にやっ

てきたインド人科学者や、他の国籍の人々へと広がって

いきました。私は現在こうした人々を対象に、心理学上

のカウンセリング、セラピー、客員講義、ボランティア

の仕事などを行なうほか、自分の経験を話し、ありがち

な文化的差異をいかに乗り越えるかについてもアドバイ

スしています。そして、しりごみしたり非難したりする

のではなく、前向きに前進するように励ましています。

なぜなら、彼らの受け入れ先である日本人は皆、じつに

誠実で善良な人たちばかりだからです。もちろん日本で

暮らしたこの数十年の間には、狭い考え方の難物にも何

人か出会いましたが、そういった人たちはどこに行って

もいるものです

し、インド人の中

にだっています。

つまるところ、

ときどき私は自分

が何者なのだろう

と思うのです。イ

ンド人のようにふ

るまうことができ

ないこともありま

す。それをはっき

りと自覚するの

は、年に一度イン

ドに里帰りすると

きです。「はつら

つとした」インド人研究者たちと会議をしているとよく、

自分が日本人のように考えふるまっていることに気がつ

きます。しかし日本の文化やその社会的な価値基準に敬

意を払いながらも、心の奥底では、私もまた根っからの

インド人であり、インド人であることを誇りに思い、イ

ンド人に生まれたことを神に感謝しているのです。では、

このエッセイの終わりにあたって、6歳の子どもから問い

かけられた質問をご紹介したいと思います。その男の子

は私にこう尋ねました。「先生、あなたは誰？」どこの国

の人？アメリカジン？エイゴ、ジョウズデスネ？アメリ

カ人みたいに英語を話すね。インドジン、ニテルネ？イ

ンド人の女の人みたい。ダケド、ニホンゴモ、ウマイ。

でもやっぱり、ぜったい日本人だ。

いつかはこの問いの答えが見つかるでしょうか？私は

誰？ここは私の夢の国、はたまた運命の国？

外国人研究者からの M e s s a g e

▲タージマハールにて


